
広報くしもと 11月号 （毎月 1回／1日発行）

・ 星遷后駆
平成19年度決算報告 (P. 2) 

まちの出来事 (P. 6) 

よろこびかなしみ (P. 8) 

保健センターだより (P. 10) 

お知らせ記事 (P. ll) 

秋の譲れ讐書げる網のお囃子

健康と繁栄、豊漁と豊作を祈願して、町内各地で獅子舞が奉納されました。（写真は、串本・北氏子会での風景）

串本町の人口と世帯数

・人ロ・・・・・・ 19,606人 ・男性…… 9,095人 ・女性…… 10,511人 ・世帯数…… 9,323世帯

（平成20年10月1El硯在）



1 何のために、どのくらい使ったの？

◆ 町民一人当たり内訳

眸費 4,785円
総務費 68,523円
民生費 107,322 F9 
衛生費 63,445円
農林水産業費 25,381円
商丁費 9,943円
土木費 27,782円
消防剪 30,757 F9 
教育費 44,987円
災害復1日費 2,698円
公債費 56,559円

合 計 442.182円

※平成20年3月末の仕民姑本台帳人n
19.654人を使用 していますQ

議会要

9,405: 

湖T．費
l憶9.541万円(2

梢防黄

611!449万円(7.0%

農林水産業黄

41忠9.884

災害復IR費
5,303万円(0,6%）

民生翌

211釦93J万円(24.3%)

術生渋

12位4.694万円(14.3%)

1 借入金（町債）・積立金（基金）はいくらあるの？ I 

町が行う様々な事業 （漁港や学校の建設など）のために長 ♦ 基金と町債の額 （平成 1 9年度末）
期に借り 人れるのが町俵です。平成19年度には111意5,992万円

を新たに借り入れています。

また、 Ill]が行っている栢立（貯金）を基金と言います。平成19

年度は主なものとして、 財政調整基金の積み立てで4,127万円、

減伯基金の精み立てで8,500万円、合併市町村振興基金の租み

立てで2俗54万円が増加しています。

特別会計収支 I 
会計名 収入 支出

老人保健事業 28億5,457 28億4,駁{
特別会 計 万円 万円

国民健康保咲 29億，籾 3J億4,095
事業特別会計 万円 万円

介護保険事業 18億5，瓜沿 17億6,849
特別会 計 万円 万円

閤易水道事業
5,55訪 円 3,0詞円

特 別会計

下水迫事業
4.48575円 3」4訪 Fi

特 別会計

通所介護事業
8,414万円 8,21切升月

特 別会計

住宅資金貸付
6,23675円 8,6泥万円

事業特別会計

串本財産区 898万円 勁 F9
特 別会計

会計名 総収 虻

病院事業会計

水道工業特別会計

国民宿舎事業会計
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23億1,432万円

5偲3.442万円

1億3,873万円

収支差引

61[万円

△ 1憶1,435
万円

8,61万円

2,47年円

1.336万円

l醐円

△ ,4笠万円

8誌円

総苔用

24億lA沿万円

4億5屈1万円

1億5,85印5円

会計名 収入 支出 収支差引

潮岬財産区
4,2鋤 円 3翫円 3,94l万円

特別 会臣

出雲財産区
4,2鋤 円 l両円 4, 13訪円

特別 会計

有田財産区
2,7励円 飼円 2,69Tf5F9 

特別 会廿

田並財産区
3年円 匂万円 30訪円特別 会計

和深財産区
6鋤円 13:万円 684万円

特別会 計

古座地区財産
509万円 g万円 500n円

区特別会臣

西向地区財産
l,9年 円 31万円 1,95訪円区特別会計

田原地区財産
234万円 l訪円 21防円

区特別会臣

予
※翌年度繰越利益剰余金の凶ま欠損金の額です。

平成19年度の決算が 9月開催の町譲会に堤案されました。今月号では主に一殷

会計の収入や使途の状況についてグラつや表などでお知らせいたします。（金額は

全て万単位で表示しています。）

I 収入 88億9,195万円 I 

町俵

lJ1慈5.992万円(13.0%)

同血支出金

5位6,324万F9(6.3%) 
出金

平成19年度の収入では税源移譲による町税の増加こより自主財源0)割
合が増えにことが王な特徴ですが、国庫支出金や県支出金の減少などの

影響こより，総額は前年度から2億9.468万円の減少となt)ました。

町税

16位］，547万円(18.2%)

,0)5万F9(6. 3%) 
使用料及び手数料

1位3.194Jj円(1.5%)

繰入金

4,4祁万円(0.5%)

♦ 対前年度伸び率

自町税 7,1% 

｀数料△嘉醤
源 その他 △ 9,2% 

地方交付税 0.1% 

地方交付税

38f立2.248万円(43.0%)

町債 4,3% 
県支出金 △ ll,0% 
国庫支出金 △ 15,6% 

自主財源 27.7%依存財源 72.3%
その他 △ 31,6% 

合計 △ 3,2% 

支出 86億9,064万円 I 
平成19年度の支出では退職手当特別負担金の増加などが影誓し人
件智が微増となり．税や後期高齢者医療制度の新システム導入など 災害復1H屯業要
によって物件費も増加していますか潮岬中学校新増改築事業やサ
ンゴ台中央踪新設事業などの晋遅建設事業苔が大福しこ減少しにこと

により．総額は前年度から 1億4.573万円の減少となリましに。

◆ 対前年度伸び率 栢吃企

人件費

物件費

維持補修費

扶助費

補助費等

公債費

積立金

投資及び出資金

繰出金

晋通建設事業費

災害復1日事業費

合 計

0.5% 
6,1 % 
8.7% 
10.4% 
4.5% 

△ 4.1 % 
△ 26.7% 
2 l % 
1.9% 

△ 15.0% 
3,077.8% 

△ 1.6% 

扶助黄
3位7.836万円(4.4%)

5憶6.754万円
(6.5%) 

投汽及ぴ出汽金

.1,676万円(0.2%)

人件昔

/ 211意3,328万円(24.5%）

補助要等

ll1点1.647万円(12.8%)

物件費

I Hft3.627万円
(13.1%) 

苔通建設事業黄

12位2.854万円(l4.J%） 

1 では…収支は？ I 

以上のことから、平成19年度一般会計については、収入と支出の差引叫意131万円から翌年度に繰

越すべき財源1.147万円を除いた 1｛意8,984万円の黒字となりました。 しかし、合併に伴う国県によ

る財政支援が年々減少する中で、当町は多額の財政負担を必要とする課題 ・事業（新病院建設 ・施

設の耐震改修など）を多く 抱えており 、今後も厳しい財政状況が統く見込みです。
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［健全化判断比率 ］ 
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108.6 
臀長随趙

健全化刊浙比率には 4つの指標があり、各指標には「早期健全化基準」「財

政再生基準」と呼ばれる基準値が定められていますu指標が1つでも「早期

健令化基準」を超えた団休は「単期健今化計囲」の策定が義務付けられ、ま

た指標が 1つでも「財政再生基準」を超えた団体は「財政再生吋圃」の第定

が義務付けられるほか、総務人『の同意がなければ地方債の発行を受ける

ことがでぎなくなります。

■串本町の健全化判断比率（平成19年度決算より）

実質赤字比率

普通会計（串本町では一般会計＋住宅資金

貸付事業特別会計）の実質収支の赤字額の

標準財政規模(※ l)に対する割合

一（赤字額無し。実質黒字比率3.00)
連結実質赤字比率

地方公共団体に設置された全ての会計の赤

字額・黒字額を連結して得られた赤字額の

標準財政規模に対する割合

ー／
（赤字額無し。連結実質黒字比率13.94)

将来負担比率

地方公共団体に設醤された全ての会計と一

部弔務組合等•第三セクター•土地開発公

社か抱える負債のうち、普通会計か埒来負

担9べき負債の憬準財政規模に対9る割合

門（※ 1)標準財政規模…地方公共団体の標準的な状態て通常収入が見込まれる一般財源の屍模
を小す指棟Q 半1必19年度の出本川」の薮伸は55位251万円

早期健全化基準

350.0 

松原 繁樹

［資金不足比率 ］ 
また、地方公共団体が設置する公営介業会計については、資金不足比率

の符足が義務づけられました。資命小足比率とは、各会計の資命の小足額

をり定し、その市呆規模に対する割合を符出するものです。この比率が「舒

営健全化基準」を超えた場合、平成20年度決算時から経宮健全化計画の策

応が義務付けられることになっており、当1lf」では国民宿舎事業会計が該当す

る見込みとなっています。

■各公営企業会計の資金不足比率（平成19年度）
資金不足額 車業規模 資金不足比率 経営健全化基準

病院車業会計 19憶5,458万円

水道車業特別会計 5億3,163万円

国民宿舎車業会『 l倦8,049万円 8,064万円 223.8 20 0 

商易水道車業特別会『 2,104万円

下水道弔業特別会計 2,023万円
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蒻齢昔虐徳につし＂巳
～高齢者の尊厳保持のために～

串本町では、高齢者虐待の防止・早期発見並びに高齢者の保護及び高齢者を現在介護している

家族の方（養護者）の支援を目的として、今年9月に「串本町高齢者虐待防止計画」を策定しま

した。

●高齢者虐待とは？

高齢者虐待防止法では高齢者虐待を次のように定めています。

l 身体的虐待 高齢者の身体に外傷が生じ、又は生じる恐れのある漿力を加えること。

2 
介護世話の 高餘者を衰弼させるような蓄しい減食、長時間の放置、養護者以外の同居

放棄・放任 人による虐待行為の放置など、養護を苦しく怠ること。

3 心理的虐待
高齢者虐待に対する著しい暴言又は著しく拒絶的な対応その他の高齢者に

著しい心理的外傷を与える言動を行うこと。

4 性的虐待
高齢者にわいせつな行為をすること又は高齢者をしてわいせつな行為をさ

せること。

5 経済的虐待
養護者又は高齢者の親族が当該高齢者の財産を不当に処分することとその

他当該高齢者から不当に財産上の利益を得ること。

●虐待の背景

「家庭内における高齢者壱待に関する調査」（平成15年度財団法人医療経済研究機構）によると、

身体的壱待の理由としては「介護疲れ」が景も多くなっています。一方、「介護•世話の放棄

放任」の理由としては、虐待と被虐待者の人間関係、両者の人格や性格など、介護とは直接関係

のない要因が上位にあがっています。

このことからも分かるように、高齢者虐待を防止するためには、高齢者の保護と同時に虐待を

行っている甕護者への支援も欠かすことはできません。

●高齢者虐待の発見

虐待をしている養護者本人には虐待をしているという認識がない場合が多く、また、虐待を受

けている高齢者自身も聾護者をかばう、知られたくないなどの思いがあり虐待の事実を訴えにく

いため、家庭内における高齢者虐待は発見しにくい状況にあります。

このようなことから、高齢者虐待防止法では、虐待を受けたと思われる高齢者を発見した方に

対し、市町村への通報努力義務が定められています。さらに生命又は身体に重大な危険が生じて

いる時は、速やかな市町村への通報義務が課せられていま寸。

〗□□:[〗:為て／〗：＜戸し鯰

伊串区の農地を確認する農業委員

9
月

2
5
H
、
串
木
町
奥
業
委
日
会
で
は
、
血
い
地
の
利
用

状
況
を
確
認
し
、
遊
休
農
地
・
耕
作
放
棄
農
地
の
解
消
と
、

良
地
を
右
効
利
用
す
る
連
動
の
一
環
と
し
て
、
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

農
地
は
食
料
の
牛
産
や
日
上
・
環
境
の
絣
打
・
保
全
な

ど
粁
会
的
に
も
重
要
な
役
割
を
片
っ
て
い
ま
す
。
日
頃
か

ら
農
地
の
所
有
者
•
特
坪
者
の
力
は
、
除
草
等
に
よ
り
、

農
地
の
保
全
秤
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
c

農
地
等
に
つ
い
て
の
相
談
は
、
出
本
町
農
業
委
員
会
(
{

6
2
|
0
5
5
5
)
ま
で
気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

農
地
バ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

串
本
町
農
業
委
員
会

10
月

9
日
、
串
木

IEJ
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
て
は
、
今
年
度
実
施
さ
れ
た
生
活
機
能
評

価
検
診
の
社
果
、
予
防
事
業
の
利
用
が
苧
ま
し

い
と
診
断
さ
れ
た
方
々
に
希
望
を
蒜
り
、
プ
］

ル
で
の
歩
行
連
動
教
至
（
ま
め
ま
め
ク
ラ
ブ
）

を
開
始
し
、

15
人
の
力
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
め
ま
め
ク
ラ
ブ
は

1
週
間
に

1
回
の
ペ
ー

ス
で
、

3
ヶ
月
間
串
本
町

B
&
G
海
洋
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
内
容
は
プ
ー
ル
で
の
運
動
を

U

マ
――

3
0分
程
度
行
う
他
、
栄
査
教
空
•
D
貯
指
禅
が

行
わ
れ
ま
す
。

歩
行
運
動
教
室
開
催

n
4
i
-

ま
め
ま
め
ク
ラ
ブ

← ・ ヽ9• ― -̀- - ．．-•- --
串本町B&G海洋センターのプールで歩行運動を行う参加者

1
1
1
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i
A
平
成

20年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

9
-

-

>

!

,

-

r
火
の
し
ま
つ
君
が
し
な
く
て
誰
が
す
る
」

i

ll
月
9
E
l
⑭
か
ら
15El
出
ま
で
の
7
E
l
閻
、
秋
季
全
国
火
災
予
防
湮
動
が
実
施
さ

3

れ
ま
す
。
こ
の
遅
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
寸
い
時
期
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
火
災
i

予
防
思
想
の
一
題
の
普
及
を
医
り
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者
及
ひ
財
産
の
損
失
を
防
止

i

す
る
こ
と
左
目
的
と
し
て
、
毎
年
「
l
1
9
番
の
日
」
で
あ
る
ll
月
9
日
か
ら
1
週
l

問
の
日
程
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
見
こ
の
期
間
に
各
地
で
様
々
な
行
事
や
イ
ベ
ン
ト

l

（
の
関
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
て
禎
極
的
に
参
加
し
て
人

（
町
民
一
人
ひ
と
り
力
火
又
予
防
の
習
慣
と
防
火
知
識
の
向
上
ー
努
め
て
く

rさ
し

[
声
_

_

 

-
[
3つ
の
習
慣
•
4

つ
の
対
策
]

0
3
つ
の
習
慣

l

．
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。
｛

（
・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必
す
火
を
消
す
。
”

i
0
4
つ
の
対
策

～
．
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

l

ー
・
唇
―
(
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
-

i

使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。
”

•
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

i

一
毒
調
望
璽
璽
直
置
“

-

＼
よ
、
平
成
78年
6
月
1
日
か
ら
取
り
付
ナ
が
竿
我
務
付
1
ら
れ

i

新
築
住
宅
ー
っ
し
て
ー

て
い
ま
す
。
既
存
住
宅
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
条
例
で
取
り
付
け
完
了
の
時
期
が
決
l

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
串
本
町
で
は
平
成
23年
5
月
31El
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
取
l

l

り
付
け
場
所
や
維
持
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
国
の
定
め
る
基
準
に
従
い
、
市
町
村
の
-

（
火
災
予
防
条
例
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
串
本
町
消
防
本
部

(
6
-

(
6
2
_
o
l
l
9
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

r
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
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インフ↓いEン捗喉薦鼠檀包曇け勢しょう
初冬になると流行してくるインフルエンザ。高齢者や乳幼児、妊婦さんが感染すると

重症化しやすい病気です．II 今年もインフルエンザ予防接種を受けて冬に備えましょう。

とんな手続きが必要ですか？

あなたは？

• 65歳以上
• 60歳以上65歳未満で、
身体障害者手限l級（心臓、

腎臓、呼吸器疾患によるもの

に限る）を持っている。

• 60歳以上65歳末渦で、
心臓や督臓、呼吸器に重い病

気のある方。又は、ヒト免疫

不全ウィルスによる免疫機能

に障害のある方。

0 
申し込み方法 口 il 対象者には保健センターから

依頼券・予診票等を恒別通知。

□妙

保健センターにお申し込み下さ

い。依頼券をお透りします。

なお、医帥の診断書が必要です。

口

直接医療機関にお申

し込み下さい。

（◎印のついた医療

機関のみ。対象年

齢が医療機関によ

り異なります。）

接種自己負担金］ 000円（接種時医療機関へお支払い下さい。）

（生活保護世帯の万は無料券を発行しまgので保護センターにこ相
談下さい。）

注意：平成20年lO月 1日～平成21年 1月31日の間に65歳の誕生巳を迎
える方で接種を希望される場合は、 65歳の誕生Elを過ぎてから公

費で接種が受けられますので、かかりつけの医疫機関にお申し込

みの際は、生年月日をお伝え下さい。

・乳幼児～65歳

未満の方。

ロ医療機関により
異なりまg。

・岩橋内科 (62-3838) •串本病院 (62-0635) ◎稲生医院 (62-387l) 

・潮岬病院 (62-0888) •覚前医院 (67-0077) ◎辻内医院 (69-22l l) 

◎すぎ内科心療肉科クリニック (62-0l 53) ◎中根医院 (72-2822)

◎鎌田医院 (62-2526) •覚前医院田並診療所 (66-0323)

◎けんゆうクリニック (62-5080) ◎古座川病院 (72-0280)

◎榎本クリニック (72-3530) ◎や毛とクリニック (72-3388)

•串本有田病院『65歳以上を優先に行います。』 (66- 7 02 7) 

・にしき園診療所『65歳以上を優先に行います。」(62-5l 65) 
※上記以外にも、西牟婁郡内・東牟要郡内に接種できる医療機関がありますので、保健センターまでご相談下さい。

詳細につきましては、保健センターまでお問い合わせ下さい。 (62-6206) 

ヘ
図堀
戸

奈式

美俊

※広報への掲牧を希詔されない方は、屈出の際に窓11にお申し出くださいc

中出

湊木

池

田

毅

〈

束

口

明

香

西出

向雲

/-
石白
神井

義

紀
亜
由
美

m和
辺

市深

饂

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

m湯瓜認山坂橋菜大滝苫松川
中 崎 田付下井木 111畑口谷木端

牝 友コ竹杜 忠清 忠み
積 ス ロ襄 侃 が 智
枝之ヱ雄子 治枝 一 で

92 91 61 85 69 75 78 93 81 71 85 86 73 

田什消Jj串高潮田畠田串田二和

涼、部岬木富岬並雲並木並色深

苗森堀谷柿間 泊~ 峠酒川ヘ
谷切 um叫西井 U 塁
優吋賑音り鼻璃秀し叫衣二忍蒼そ 児

一々さと ？ 古Jjこうぅ氏
剛；；lか花りび都と：い久・、実み太丑英し

ぇ名
ヽ

ヘ
大隆宏勝新汗秀俊雄剌届
太ー 出
郎郎ー政吾幸密作介司ム

中卜串串大有串串串出匝
野田
湊山本本島卜本本本貨区

こ
冥
福
を

零

お
祈
り
い
た
し
ま
す

源泉所得税の年末調整説明会のご案内

平成20年分の年末謁整の仕方及び法定調□毎
の提出方法について、下記のとおり説明会を開

催いたしますので、ご案内いたします。

なお、説U)]会会場において、年末調整関係等

渚J+J紙を交付しておりますので、必変に応じ公

場受付にて担当にお中し付けくたさい。

【開催日時］

平成20年11月28日（令）午後2時一午後4時

［開催場所］

串本町役場古座分庁舎

［対象者］

半本町・古痺川町の方

【お問い合わせ先］

干647-0012 ,f）i宮市伊佐田町2-1-20

祈宮税務署（源泉所得税担当）

合 0735-22-5261

口

大

久

保

喜

橋

本

な

菜

四西

向向

／ 

中呆
村

真康

美太

串串

本本

よろこび

かなしみ

(9月受付介敬称珀）

知

野

売

（

原

千

晶

新閾

宮野

市川

お
誕
生
お
め
で
と
う

隻

ご
ざ
い
ま
す

/ 

北杉
嶋本

里優

菜也

田田

並並

岡
田

ヤ
し
ゑ

97

梅
野
ナ
ツ
ニ

95

在

仲

昇

83

大

芝

弘

道

82

四中古西

向湊庫向

標話

『助けての小さなサイン受け止めて』

田口 累ー (1こぐちけいいち）さんの作昼
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一
串
本
町
で
は
次
の
と
お
り
半
成
21
年

度
採
用
職
員
を
勢
集
し
ま
す
。

烹
募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
員

保
健
師

1
名

了
受
験
資
格

高
等
学
校
卒
党
程
度
以
上
の
学
力
を

有
す
る
昭
和
侶
年
4
月
2
日
以
降
に
牛

ま
れ
た
力
で
、
保
健
師
免
計
を
合
す
る

方
又
は
平
成
21
年
3
月
31
日
ま
で
に
行

わ
れ
る
国
家
試
験
に
よ
り
保
健
師
免
計

を
収
得
す
る
見
込
み
の
方

※
た
だ
し
、
地
方
公
務
員
法
第
1
6
条
各

号
の
一
に
該
中
土
す
る
方
は
受
験
で
ぎ
ま

せ
ん
。
マ
必
要
書
類

①
白
珀
履
歴
書
（
市
販
A
4
サ
イ
ズ
）

※
履
歴
書
に
貼
付
す
る
写
真
は

＂

募

集

お
知
ら
せ
＆
行
事.illし

込
み
削
6
ヶ
月
以
内
に
撮
影

•
上
千
身
・
脱
帽
．
汗
而
向
ぎ

・
縦
4
c
m
•
横
3
c
m
程
皮
の
も
の

②
最
終
学
校
の
卒
業
訴
DJJ書
（
卒
業
祉

占
の
写
し
可
）
、
又
は
卒
業
見
込
証
明
書

③
資
格
免
計
書
の
写
し
（
有
資
格
者
）

ご
試
験
の
日
時
・
場
所
・
内
容

0
第
一
次
試
験

・
中
成
2
0
年
12
月

7
H
(
H
)

午
前
9
時
30
分
か
ら

・
串
本
町
役
場
本
庁
舎
を
予
＇
巫

・
教
養
試
験
、
事
務
適
什
検
査
、
専
門

試
朕

※
筆
記
川
具
を
特
参
し
て
く
だ
さ
い
3

0
第
一
次
試
験

•
T
成
2
1年
1

月
中
句
ー
ト
旬
の

日
曜
日

・
串
本
町
役
場
本
庁
舎
を
予
定

・
作
文
、
面
按
試
験

※
詳
釧
は
、
第
一
次
試
験
合
格
者
に
通

知
い
た
し
ま
す
c

連絡先

て
受
付
期
間
及
び
申
し
込
み
方
法

平
成
2
0
年
11
月
4
日
（
火
）

1
平
成
2
0
年

11
月
18
日
（
火
）
ま
て
工
曜

・
H曜
・
祝

日
を
除
く
）
に
、
脱
歴
書
に
保
健
帥
希

望
と
明
記
の
う
え
、
必
安
書
類
を
撃
え
、

串
本
町
役
場
総
務
課
へ
捉
出
し
て
く
だ

さ
い
3

部
送
の
場
合
、
必
ず
書
習
郵
便

で
封
筒
の
表
に
「
載
貝
採
用
試
験
履
歴

書
在
中
」
と
朱
害
ぎ
し
、
「
〒
6
4
9
_

3
5
9
2
和
歌
山
県
束
牟
宴
郡
串
木

町
串
木
1
8
0
0
番
地
串
本
附
役
塩

総
務
諜
宛
」
に
那
送
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
の
最
終

nの
泊
印
有
効
と
し

ま
す
3

※
直
桜
持
参
の
場
合
、
受
付
時
間
は
午

前
8
時
叩
分
1
午
後
5J
時
ま
で

文
口
格
発
表

試
験
結
呆
は
郵
送
で
通
知
し
ま
す
c

マ
採
用
予
定
日

平
成
21
年
4
月
1
日
予
定
。
た
だ
し
、

責
格
取
得
見
込
み
者
は
資
格
取
行
後
と

し
ま
す
。

マ
そ
の
他

①
串
本
阻
職
貝
採
用
試
験
に
申
し
込
み

を
さ
れ
た
力
で
、
第
一
次
試
験
案
内
遥

知
が
平
成
2
0
年
11
月
26
日
ま
で
に
届
か

な
い
場
合
は
、
串
本
町
役
場
総
務
課
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
3

②
交
通
費
に
つ
い
て
は
文
給
し
ま
せ
ん
。

マ
試
験
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

串
本
町
役
場
総
務
諜

6
0
7
3
-
3
|
6
2
|
0
-
3
-
3
-
3
 

〔
内
線

3
2
5〕

出
本
町
で
は
平
成
21
年
度
の
保
育
所

児
を
次
の
と
お
り
芦
盆
集
し
ま
す
。

て
募
集
す
る
保
育
所

・
串
本
保
育
所
・
四
'lnJ
保
育
所

・
上
野
山
保
育
所
・
和
深
保
育
所

11事
の
都
合
等
に
よ
り
、
出
木
町
以

保

串本町役場本庁舎
(TEL62-0555) 

串本町役場古座分庁舎
(TELワ2-0081)

本病院
(TEL 6 2-0 6 3 5) 

座川病院
(TELワ2-0280)

校教育課
(TEL 6 2-6 0 6 6) 

涯学習課

(TEL 6 2-0 0 0 6) 

本町図書館
(TEL 6 2-46 5 3) 

健センター
(TEL 6 2-6 2 0 6) 

町内放送案内
（翌 0120-928-649)

串本町ホームページアドレス
httpJ/www.town.kushimoto.wakayama.jp/ 

串本町メールアドレス（代表）
kikakuzaisei@townkushimoto.wakayama.jp 

串

古

学

生

串

鯉保健センター11月の行事予定は下記のとおりです。

※健診筈についてのお l[I し込み•お間い介わせは、
保健センター（ff073:i-62-6206) まで。

【成人関係I
健康相談

実施日 受付時間 会 坦

9 00~10 00 大烏開発総合センター
l]月4日（火）

出雲公民館lO 30~11 30 

9 00~10 00 江田区民会館

ll月lO日（月） lO 30-ll 30 田並公民館

13 00-15 00 保健センター2階

ll月14日（釜）
9 00~10 00 有田公民館

lD 30~11 30 二色集会所

9 30~10 30 津荷集会斯

l]月26日（水） 13 oo~ 14 oo 吉田再年クラブ
14 30-15 30 田原山村交流センター

献血

日時

ll月5日（水）
10:00-16:00 

ll月18日（水）
13:15-16:00 

場

ります）

所

矢含甚兵衛様駐車場（ライオンズ共催）

古座分庁舎（ライオンズ共催）

【乳幼児関係I
乳幼児健診

日 時 塩所 内 容

ll月6日（木） 保建センター 1歳6ヵ目児及ひ
13 00-14 00 2階 2歳6ヵ月児健診
ll月13日（木） 保健センター lOヵ月児～1歳児健診l3 00~l400 2階
ll月27日（木） 保健センター 4BヵC月G兜接健種診＆
13 oo~ 13 30 2階
ll月27日（木） 保漣センター 6ヵ月児健診13 30~ 14 00 2階

乳幼児予防接種

二ll月27日（木）13:00-13:30 
BCG 

名種教室

日時及び内容

II月II日（火）1000~ 
ひよこひるば
(6ヵ月児～l歳児対象）
II月21日（金）10.00~
ちびっこひろば
(2歳児～3歳児対象）

II月26日（水）13（oo後~期
マタニティー教室 ） 

I ノロウイルス 1

泡伏期から発症、回侵まて
潜伏期 24-48時間 (i本的に入ってから症状が出るまての時間）
症状~おう吐 吐き気・腹痛・下痢•発熱c 風邪の症状に似て

いる J 0射易風邪） l-2El続き後円症は残らないJ
※素人判断で下痢止め薬を飲むの1まやめてください。脱水に気を
つけて、水分補給を。ひどい垢合はかかりつけのお医者さんに
かかりましょう。

Iノロウイルス予防のために I
①手洗いは十分に行いましょう。
②貝類の生食1よ炉1:J-、加熱は十分に（中まで火を通しましょう）
③給水施設や調理器具の衛生日理の徹底
④おう吐物や排；世物に汚染されたものの処理は厳己注意
（ウイルスを飛散させない）

町鵬がコンビニで麟鮪同詣に砂ますI
串本町ては、 IEJ税（介護保険料・後期高齢者医摂保険料は対象タト）について従来の金融椴関や郵便
局のはかに新tこにコンヒニエンスストアを加え、休巳や夜閻を同わすいつでも納税することかできる
ようになりました。

平日仕事の毬合等によリ金酌機閾等ての納付か因難てあっtこ方は、是非ご利用くにさい。
■コンピニ収納開始時期
平成20年11月に発送する「国民健康保険税、住民税の更正に1系る納付書」及び「名濯IEJ税督促状
の納付書」（それそれコンI:::ニ収納用のパーコート印刷のあるもの）からコンI:::ニエンスストアでの
納税が可能になリます。

※平成21 年度からは町税（住民税•固定資産税・軽自動車税•国民健康保険税）に係る全ての納付書

により、コンヒニエンスストアでの納税か可能となリます。

■納税が可能となるコンピニエンスストア名等は、納付書の裏面に記載しています。
■次の場合はコンピニで納付できません。
•八ーコートの印字がない納付書ゆ破損・汚損なとによリ）＼ーコードを読み取れない納付書。
•金額を言J正しにものや延滞金欄に金額を記入したもの。
• 1期分の税額か30万円を超える場合。
・コンI:::ニ取り扱い期喉が経過した場合。
0お閤い合わせ：串本町役場税務課 合 62-0555（代表）

⑪広報くしもと 11 広報くしもと 11
＼ ーぃ



串
本
町
で
は
、
平
成
21
年
度
町
立
幼

稚
囚
の
回
児
を
次
の
と
お
り
＂
嬰
集
し
ま

す。▼
対
象
者

平
成
15
年
4
月
2
日
か
ら
半
成
18
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
満
3
歳
か

ら
満
5
歳
ま
で
の
幼
児
で
、
串
木
町
に

居
住
す
る
者
3

・
串
本
幼
稚
固

・
出
雲
幼
稚
園

行
っ
て
い
ま
す
。

木
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
I
T
化
・
国

際
化
と
税
」
で
す
。

▼
_
T
化
へ
の
対
応

国
税
庁
で
は
、
出
告
納
税
制
度
が
円

滑
に
機
能
す
る
よ
う
に
、
国
税
屯
＋
申

告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

(
e
|
T
a
x
)

や
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
古
等
竹
成
コ
ー
ナ
ー
」
、
コ
ン
ビ
ニ

納
付
な
と

I
T
（
通
伝
情
報
技
術
）
を

泊
用
し
た
申
告
・
納
税
を
批
延
す
る
こ

と
に
よ
り
、
納
税
者
の
利
使
性
の
向
上

を
図
っ
て
い
ま
す
3

竺
国
際
化
へ
の
対
応

経
済
社
会
の
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
の
追
展

に
よ
り
国
挽
を
越
え
た
多
様
な
経
済
行

動
が
生
し
、
そ
の
結
呆
、
税
務
行
政
を

取
り
巻
く
環
境
は
人
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
c

こ
う
し
た
環
境
の
変
化
に
対
し
、
同

税
庁
で
は
、
租
税
条
約
に
某
づ
く
相
万

協
議
や
開
発
迄
卜
国
に
対
す
る
職
員
派

遣
な
と
の
技
術
協
力
を
行
う
な
ど
、
外

国
税
務
当
局
と
の
間
の
相
互
信
頼
・
協

力
関
係
を
強
め
て
、
税
務
行
政
の
国
際

化
に
柏
極
的
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
際
的
な
取
引
を
利
用
し
た

脱
税
や
租
税
回
避
な
ど
に
対
し
て
は
、

・
湖
岬
幼
椎
園

外
の
保
育
所
に
入
所
を
希
望
す
る
場
合
、

ま
た
引
き
紐
き
入
所
す
る
場
合
も
、
申

謂
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

烹
募
集
期
間

11
月
4
日
（
火
）

1
2
0
日
（
木
）

▼
申
し
込
み
先

入
所
申
聞
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

ト
、
串
木
町
役
場
保
箆
福
祉
課
ま
た
は

各
保
育
所
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
所
申
請
出
は
串
木
町
役
場
保

健
烈
祉
課
ま
た
は
各
保
官
所
に
用
意
し

て
お
り
ま
す
。

※
ご
不
刷
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

串
木
町
役
場
保
健
福
祉
謀
ま
た
は
各
保

育
所
ま
で
お
間
い
合
わ
せ
く
た
さ
い
。

▼
申
し
込
み
書
受
付
期
間

11
月
4
日
（
火
）

1
2
0
日
（
木
）

▼
申
し
込
み
書
提
出
先

申
本
・
潮
岬
・
出
雲
の
各
幼
稚
固
、
串

本
町
教
育
委
日
会
学
校
教
育
課
（
文
化

セ
ン
タ
ー
2
階）

※
111し
込
み
書
は
削
記
の
各
機
関
に
用

念
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
必
要
串
項
を

記
入
の
上
提
出
し
て
く
だ
さ
い
C層

半
成
21
年
度
の
「
串
本
町
指
定
ゴ
ミ

袋
の
製
造
・
保
竹
・
配
送
」
に
関
し
、

見
柏
入
礼
の
参
加
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

入
札
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
11
月
11
日

（金）

l
後
5
時
ま
で
に
串
木
町
役
場

rLJ即
分
庁
舎
の
環
塩
衛
生
課
ま
で
お
巾

し
込
み
く
だ
さ
い
。

て
参
加
資
格

〇
串
木
町
に
事
業
所
を
有
す
る
粂
者

onJ燃
ゴ
ミ
袋

(
S
o
L
)

に
つ
い
て
は
、

常
時
100
ケ
ー
ス
程
度

(
1
ケ
ー
ス

1150

冊
）
、
そ
の
他
の
各
種
指
定
ゴ
ミ
袋
に

つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
50
ケ
ー
ス
程
度
を

會
庫
的
で
保
笠
で
ぎ
、
指
定
販
売
店
か

ら
注
文
を
受
け
た
後
、
辿
や
か
に
配
迂

を
完
了
で
き
る
こ
と

国
際
税
務
専
門
官
の
増
日
や
「
国
際
化

対
応
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
設
置

す
る
な
ど
し
、
潤
査
体
制
の
充
実
・
強

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

T
ご
意
見
・
ご
要
望
に
つ
い
て

納
税
者
の
皆
椋
の
、
様
々
な
ニ
ー
ズ

に
お
答
え
す
る
た
め
に
、
ご
意
見
や
ご

要
望
を
お
湖
き
し
て
い
ま
す
。
お
気
づ

ぎ
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
税
務
署
の

窓
口
や
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ご

念
見
・
ご
要
望
」
コ
ー
ナ
ー
ヘ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

(
h
t
t
p
叉

＇ 

中
成
20
年
9
月
末
現
存
、
全
国
の
詈

察
か
ら
指
名
千
配
さ
れ
て
い
る
者
は
、

菩
察
庁
指
定
特
別
千
配
餃
疑
者
と
し
て

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
什
な
ど
て
特
別
手
配

し
て
い
る
オ
ウ
ム
更
理
教
閃
係
被
疑
者

3
人
を
始
め
と
し
て
、
約
1
,
7
0
0

人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
被
疑
者
は
、
殺
人
・
強
盗

等
の
凶
悪
市
竹
、
暴
行
・
傷
害
等
の
粗

媒
事
件
、
窃
盗
事
竹
、
許
欺
・
横
領
等

の
知
能
犯
市
什
な
ど
に
関
し
て
千
配
さ

れ
て
お
り
、
再
び
犯
行
を
繰
り
返
す
お

マ
入
札
時
期

12
月
上
旬

▼
お
問
い
合
わ
せ

串
本
町
役
場
環
境
衛
4
課

6
0
7
3
5
|
7
2
_
0
0
8
1
 

自
衛
官
の
半
成
20
年
度
第
3
次
券
集

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
募
集
種
目

2
等
砕
．
洵
・
空
上
（
男
了
）

マ
試
験
日

平
成
20
年
12
月
6
日
（
土
）

マ
採
用
予
定
時
期

平
成
21
年
3
月
卜
旬
か
ら
4
月
上
旬

て
受
付
期
間

平
成
20
年
12
月
5
日
（
金
）
ま
で

▼
応
募
資
格

n木
国
藉
を
布
し
、
採
用

f
定
月
の

1
日
攻
在
、

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

で
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
出
し
な
い
省

①
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人

②
禁
錮
以
上
の

Citに
処
せ
ら
れ
、
そ
の

執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
執
行
を
受
け

る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

⑤
仏
令
の
規
定
に
よ
る
懲
戒
免
職
の
処

分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
2
年

を
経
過
し
な
い
者

④
日
本
国
懲
払
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立

し
た
政
府
を
槃
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を

主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
粘
成

し
、
ま
た
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

了
志
願
手
続

①
志
願
言
類
の
請
求

自
衛
隧
新
宮
地
域
事
務
所
ま
で
土
叩
求
し

て
く
だ
さ
い
c

②
提
出
古
類
及
び
提
出
先

志
舶
者
は
、
2

等
睦
•
海
・
心
＇
十
志
願

衣

(
2
通
）
及
び
受
険
票
を
前
記
の
機

関
へ
捉
出
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
豚
新
宮
地
域
事
務
所

6
0
7
3
5
3
|
2
1
|
3
4
4
9
 

圏

ぉ
知
ら
せ

■税
を
考
え
る
週
間

ー
ー
T
化
・
国
際
化
と
税
ー

国
税
庁
で
は
、
紐
年
11
月
11
日
か
ら

17
日
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
定
め
、

国
民
の
皆
様
に
税
の
ャ
息
義
や
役
割
、
税

務
行
政
の
蜆
状
に
つ
い
て
考
え
て
い
た

だ
く
た
め
、
様
々
な
広
報
公
聴
活
動
を

ヽ`

，

 

一

『
古
座
町
史
料
捕
鯨
編
』
発
刊
記
念
講
演
会

一一

ー
郷
土
の
歴
史
と
古
文
書
の
保
存
ー

一

一一
一

『
古
座
町
史
料
捕
鯨
編
』
の
発
刊
を
記
念
し
て
、
串
本
町
史
編
菜
委
員
会

一

一

に
よ
る
講
演
会
を
次
の
内
容
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
参
加
を
こ
希
望
さ
れ
る

一

一

方
は
、

ll
月
70日
（
月
）
ま
で
に
、
串
本
町
役
場
企
画
財
政
課
ま
で
お
申
し
込

一

一一

一

み
く
だ
さ
い
。

一

一
【

日

時

】

平

成

20年
ll
月
22
日
（
土
）

一

一

午
後
2
時
か
ら
午
後
5
時

一

【
会
場
】
串
本
町
役
場
古
座
分
庁
舎

3
階
大
会
議
室

一

一

※
参
加
希
望
の
方
は
お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
（
参
加
無
料
）

一一

一

【
講
演
内
容
】

一第
1
部

一

0
古
座
の
く
じ
ら
と
り

1
資
料
か
ら
わ
か
る
こ
と
ー

一

一一
小
田
康
徳

一

一

（
串
本
町
史
編
纂
委
員
会
委
員
大
阪
電
気
通
信
大
学
教
授
）

一

一
一

0
古
座
捕
鯨
絵
巻
の
世
界

一

一

播
磨
良
紀

一

一

（
串
本
町
史
編
纂
委
員
会
委
員
、
四
日
市
大
学
教
授
）

一

一

第
2
部

一

-

0
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
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且国国国口国国
日曜 行事内容（時閾） 場 所 主管課等

防※っ各接こ種種広健•場ひ診よ一•健こ般広際献場相庇談・ちな•予びど
の日程については、 10
ページの「保健ロンター
だより」をご廃ください。

2 日 第4回串木町民大西動会 サンナンタンランド 生涯学習課
(9 00~ ）多目的グラウンド

6 * 人権行政相談 串本町文化センター 住 民課
(13 JJ-15 JJ) 

6木 行政相談 古座福祉センター 住民課
(13 沃1-15 頃）

！金 第4回串本,町OO民~総l合展 串本本町町立武体道育館 生涯学習課

9 B 
(9 6，3.J) 串館

9日防火パレード 町内全域 消防署
(9 10- ） 

10月 火災予防ゲートポール大会 サンナンタンランド 消防箸
(8 20~ ）ゲー トポ＿）レ場

13木 独居老人世帯防火診断 田 並 地区 消防署
(9 00~ ） 

1~ 金 橋杭岩ライトアップ 橋 杭 岩観光課

1 日
(18 00-21 00) 

16日 ふるさとフェア 古座分庁舎 企画財政課
(9 00~ ） 

2(]木 人権行政相談 有田公民館 住 民課
(13 沃～15 箕）

22土 発吃刊座記町念史講料演捕会鯨環』 串本分町役場 企画財政課
古座 庁 舎

(74 00-17 00) 

23日 第2回串本ナンタン’ サンナンタンランド 生涯学習課
ジュニアマラソズ改晟会

多目的グラウンド(8 00-12 :JJ) 

田

今
月
の
納
税

了

税

目

0
町
県
民
税
（
第

3
期）

0
国
民
健
康
保
険
税
（
第
8
期）

0
介
設
保
険
料
（
第
8
期）

▼
納
期
限

12
月
1
日

（月
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、

法
律
に
よ
り
年
率
11
.
6
％
の
延
滞
金

が
か
か
り
ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

◎
納
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
税
務
課
へ

。

下
里
水
路
観
測
所
て
は
、
次
の
と
お

り
施
設
の
般
公
間
を
行
い
ま
す
c

▼

日

時

1
2月
5

日
（
金
）•
6
H
(
+）

ー
後
2
時

1
午
後
9
時

て

場

所

下
里
水
路
観
測
rJi

▼

内

容

彎
〗

そ
れ
が
あ
る
の
で
、
早
期
に
倹
学
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
3

芭
祭
て
は
、
特
に
重
大
な
犯
罪
の
被

疑
者
を
選
定
し
て
、
且
月

111に
全
国
笞

察
の
総
力
を~
Tげ
て
追
跡
捜
査
を
行
う

こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
被
疑
者
の
早
期
検

挙
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見
に
向

け
た
各
種
捜
査
活
動
に
は
、
国
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
す
。

指
名
手
配
被
疑
名
に
よ
く
似
た
人
を

見
か
け
た
と
い
っ
た
情
報
な
ど
、
ど
ん

な
わ
ず
か
な
こ
と
で
も
糾
溝
で
す
の
で
、

笞
察
に
通
報
し
て
い
た
た
く
よ
う
お
顎

い
し
ま
す
。

串
木
笞
察
署
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施
設
公
開
、
人
ー
衛
岸
レ
ー
ザ
ー
測
距

観
測
の
実
演
、
業
務
に
関
す
る
展
示
や

実
験
。
▼
お
問
い
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せ
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卜
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路
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平
成
20
年
11
月

1
H
（
上
）
か
ら
猪

や
鹿
の
狩
狐
か
始
ま
り
ま
す
。
狩
猟
を

行
う
方
も
、
奥
作
業
や
林
策
な
ど
で

111

林
に
人
る
方
も
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ー
分
に

注
意
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
3

文
狩
猟
期
間

平
成
2
0
年
11
月
1
日
（
土
）

1

半
成
2
1
年
3
月

15n(n)

▼
お
問
い
合
わ
せ

串
本
町
役
垢
商
ー
農
林
課
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上
段
の
行
事
予
定
の
ボ

リ
ュ
ー
ム

か
ら
も
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
と
お

り、

11
月
は
、
イ
ベ
ン
ト

・
催
物
が

た
く
さ
ん
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
い
ろ
ん
な
場
所
で
、
背
さ
ん
の
楽

し
そ
う
な
様
子

・
良
い
お
顔
を
撮
影

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
今
か
ら
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
今
月
、
ま
ず

は
町
民
大
運
動
会
か
ら
ス
タ
ー
ト
で

B
す
。
昨
年
の
よ
う
に

―-＝口

好
天
に
恵
ま
れ
て
、

い
運
動
会
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
た

集

後

楽
し

編

い
と
思
い
ま
す
。
(T
)

［日時］平成20年11月16日(El)
午前9時～午後0時30分

［場所］串本町役場 己座分庁舎

【内容】物産販売，鍋料理のふるまい，

アトラクション、もちまき等

【主催］古座活性化推進会議

■お固い合わせ
串本11lJ役場企画財政課
（合 0736-62-0555)

［広告l町取入の一部とするため石料広告を把霰しています。

今年の火災・救急件数
-10月1日現在一

火災件数

建物 10件

林野 0件

その他 2件

合計 12件

救急件数

交通 59件

急病 540件

その他 26ワ件

合計 866件

火災のない住みよい塁かな町づくり

、 国霞日ー讀
【日時】 77月23日（日） 8：00~12:30まで
【場所l「サン・ナンタンランド」多目的グラウンド
【種目】（競技は全て400mトラックで実施）

稚目 発走時刻 クフス
I ⑩ M 8 30 中学生男子（一般男子※）

2 ⑩ M B 55 中学生女子（一般女子※）

3 400M lO 20 ファミリー（就学前幼児と保誤者のペア）

4 IIXlJM ID 30 小学生1~3年男子

5 IITTJM lO 50 小学生1~3年女子

6 ⑳ M II ID 小学生4~6年男子

7 ⑩ M II 30 小学生4~6年女子

［広告1町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。
※一般男子・女子（商校生以上）はオープン参加とします。
※発走時刻は予定てす。

【参加費】 l人 200円（ファミリーは l組200円）
【参加受イ寸】 ll月lO日（月）必着
【お問い合わせ•お申し込み］

'f 649 3503更牟雲郡串本町串木2427

出本町教育委員会生涯学習課宛

匹 0735-62-0006
【主催］串本ナンタンジュニアマラソン

記録会実行委員会

【後援］串本町教育委晨会

⑮ 広報くしもと 11 広報くしもと 11 へか
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【広告】町収入の一部と寸るため有料広告を掲載していまg。

古座町役場



